
 

 

第３期糸魚川市地域福祉計画（案）への意見に対する反映状況 

 

頁 修正後 修正前 

１ 頁下段に地域福祉の連携による取り組みのイメージ図を追加 

 

 

＜連携による取り組みのイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 



頁 修正後 修正前 

10 (6) 子どもの状況 

当市の出生者数は人口減少と同様に減少傾向が続いています。また、

合計特殊出生率は 1.7 前後で推移しています。 

 

 

資料：教育委員会事務局こども課 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 子どもの状況 

当市の出生者数は人口減少と同様に減少傾向が続いています。また、合

計特殊出生率は 1.7 前後で推移しています。 

  

 
資料：教育委員会事務局こども課 

 



頁 修正後 修正前 

16 (2) 基本目標 

基本理念に従って次のとおり具体的な施策目標を定め、計画を推進し

ます。 

１．安心と癒しの生活ができる地域づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 基本目標 

基本理念に従って次のとおり具体的な施策目標を定め、計画を推進し

ます。 

１．安心と癒しの生活ができる地域づくり 

 

 

 
(１)支えあい・助けあい活動の推進 

① 人材育成 

② 地域組織の活性化 

③ 地域での健康づくりの推進 

④ 癒しの心、地域の絆を育み地域で支えあう福祉の 

推進 

 

(２)必要なサービスを受けられる仕組みづくり  

① 情報提供体制の充実 

② 相談体制づくりの推進 

③ 利用者の権利擁護 

④ 自立を支援する体制の充実 
 

(３)安全・安心に暮らせる地域づくり 

① 災害時要配慮者への支援 

 

(４)各種福祉施策の推進 

① 地域での高齢者支援 

② 地域での障害者支援 

③ 地域での子育て支援・見守り支援 

④ 地域でのその他の支援 

   

   は計画期間中

の重点項目とします。 

(１)支えあい・助けあい活動の推進 

① 人材育成 

② 地域組織の活性化 

③ 地域での健康づくりの推進 

④ 癒しの心、地域の絆を育み地域で支えあう福祉の 

推進 

 

(２)必要なサービスを受けられる仕組みづくり  

① 情報提供体制の充実 

② 相談体制づくりの推進 

③ 利用者の権利擁護 

④ 自立を支援する体制の充実 
 

(３)安全・安心に暮らせる地域づくり 

① 災害時要配慮者への支援 

 

(４)各種福祉施策の推進 

① 地域での高齢者支援 

② 地域での障害者支援 

③ 地域での子育て支援・見守り支援 

④ 地域でのその他の支援 

   



頁 修正後 修正前 

17 
第３章 地域福祉施策の展開 

この章では、基本目標に掲げたそれぞれの項目について具体的な展開施

策としてまとめました。特に計画期間中の重点項目については数値目標を

定め、計画を推進していきます。また、各項目に対する取組施策について

は、行政と地域の取り組むべき内容を「行政の取組」「地域の取組」に区

分した形になっています。 

第３章 地域福祉施策の展開 

この章では、基本目標に掲げたそれぞれの項目について具体的な展開施 

策としてまとめました。各項目に対する取組施策については、行政と地域

の取り組むべき内容を「行政の取組」「地域の取組」に区分した形になって

います。 

 

17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．安心と癒しの生活ができる地域づくり 

(1) 支えあい・助けあい活動の推進 

① 人材育成 

安心して生活できる地域づくりに必要なことの一つとして支えあい・助

けあい活動の推進が挙げられます。住みよい地域づくりを目指した各種の

事業や活動への参加により、支えあい、助けあいの心が育まれることから、

社会のために自分のできることの第一歩としてボランティア活動に取り

組むなど、地域の福祉活動を支える人づくりを進める必要があります。 

■ 数値目標 

指 標 現状値（H27） 目標値（H32） 

ボランティア団体会員数 25団体4,118人 25団体4,200人 

 

 

 

１．安心と癒しの生活ができる地域づくり 

(1) 支えあい・助けあい活動の推進 

① 人材育成 

安心して生活できる地域づくりに必要なことの一つとして支えあい・助

けあい活動の推進が挙げられます。住みよい地域づくりを目指した各種の

事業や活動への参加により、支えあい、助けあいの心が育まれることから、

社会のために自分のできることの第一歩としてボランティア活動に取り 

組むなど、地域の福祉活動を支える人づくりを進める必要があります。 



頁 修正後 修正前 

22 ④ 自立を支援する体制の充実 

経済的困窮や人間関係などが原因の引きこもりなど複雑多岐にわたる生活

課題を抱え、困難な状況にある生活困窮者が増加しています。こうした人たち

について、その人の悩みに寄り添いながら自立への支援を図っていきます。ま

た、すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように重

層的な生活支援サービスの提供体制の構築に取り組みます。 

■ 数値目標 

指 標 現状値（H27） 目標値（H32） 

生活困窮者自立支援制度利用者のうち 

就労や福祉サービスに結びついた割合 
－ ５０％ 

 

④ 自立を支援する体制の充実 

経済的困窮や人間関係などが原因の引きこもりなど複雑多岐にわたる生活 

課題を抱え、困難な状況にある生活困窮者が増加しています。こうした人たち 

について、その人の悩みに寄り添いながら自立への支援を図っていきます。ま 

た、すべての人が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように重

層的な生活支援サービスの提供体制の構築に取り組みます。 

23 (3) 安全・安心に暮らせる地域づくり  

① 災害時要配慮者への支援 

近年、地震や台風、大雪など自然災害が多く発生し、地域での支えあいの

必要性が再認識され、日常的なつながりや災害時の安否確認、避難支援体制

の強化が求められています。災害の発生・復旧には住民参加での活動が重要

となるため、地域を基盤とした日ごろからの見守り、支えあい活動を強化し、災

害時にも助けあい支え合うまちをつくることが必要になっています。 

このようなことから、災害時に適切な対応ができるよう、地域と連携した支援

体制の整備を図ります。また、地域防災力の向上のため、自主防災組織の充

実・強化を図っていきます。 

■ 数値目標 

指 標 現状値（H27） 目標値（H32） 

避難行動要支援者制度同意率 ５０．５％ ６０％ 
 

(3) 安全・安心に暮らせる地域づくり  

① 災害時要配慮者への支援 

近年、地震や台風、大雪など自然災害が多く発生し、地域での支えあいの 

必要性が再認識され、日常的なつながりや災害時の安否確認、避難支援体制

の強化が求められています。災害の発生・復旧には住民参加での活動が重要 

となるため、地域を基盤とした日ごろからの見守り、支えあい活動を強化し、災 

害時にも助けあい支え合うまちをつくることが必要になっています。 

このようなことから、災害時に適切な対応ができるよう、地域と連携した支援 

体制の整備を図ります。また、地域防災力の向上のため、自主防災組織の充

実・強化を図っていきます。 



頁 修正後 修正前 

30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 章 計画の推進に向けて 

１．計画の推進体制 

(１) 庁内関係部局との連携 

本計画は、福祉、健康、市民生活、教育、防災など様々な分野にわたっ

ています。 

このため、地域福祉活動を推進する関係部局との情報の共有化と連携を

図りながら、本計画の推進に取り組みます。 

(２) 関係機関との連携 

地域福祉の推進にあたっては、地域住民、自治会、民生委員・児童委員、

主任児童委員、ボランティア・市民活動団体、福祉事業関係者などがそれ

ぞれの役割を認識し、相互に連携・協働して主体的に取り組むことが必要

です。 

このため、各主体に対して、地域福祉に関する情報を発信するとともに、

地域における連携・協働の取組みを促進し、効果的な地域福祉の推進を図

ります。 

(３) 社会福祉協議会との連携 

社会福祉協議会は、社会福祉法において地域福祉を担う中心的な団体と

して明確に位置付けられている中で、地域に密着しながら、様々な事業を

行っています。 

本計画を推進するうえでも、計画の各分野で社会福祉協議会が大きな役

割を担うことが期待されます。そのため、社会福祉協議会と情報を共有し、

その活動と連携しながら、一体となって取り組んで行きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



頁 修正後 修正前 

30 

 

 

31 ２．計画内容の広報・啓発 

本計画の推進にあたっては、市民、関係団体、関係機関や民間サービス

事業者などが一体となって取り組んでいく必要があります。それらの者が

本計画の基本理念を共有し、地域福祉推進に主体的に取り組めるように、

ホームページでの紹介、各種イベントにおける積極的な啓発活動など、

様々な機会を通じて、計画内容の広報・啓発に努めます。 

 

≪協働による推進体制のイメージ≫ 

地域福祉 

の推進 

自治会・ 

民生委員 

ボランティア・ 

市民活動 

団体 

行政 

福祉事業 

関係者 

社会福祉 

協議会 

市民 



頁 修正後 修正前 

31 ３．計画の進行管理 

本計画の実効性を確保するために、計画の進捗状況を定期的に点検・評

価するとともに、社会状況や国の福祉制度の状況を把握し、見直し・改善

を行うなど適切な進行管理に努めます。 

また、本計画は、「糸魚川市総合計画」における地域福祉の分野に関連

する施策を具体化する計画であり、地域福祉を推進する基本計画としての

性格を持ちます。そのため、関連計画の推進や見直しにあたっては、地域

福祉の理念や地域福祉の推進が、より効果的に展開されるよう整合を図り

ます。 

 

 

 

≪計画の進行管理≫ 

計画の策定・見直し 

関係機関との連携、協
議による施策の実施 

点検・評価・社会状況や国

の福祉制度の状況把握 

施策の見直し、改善 

計画（Plan） 

実行（Do） 

評価

改善


